
環境事業センター 再編済み 

 

 
 

再編手法 DBO方式での施設整備、広域連携 

再編内容 
平塚市大神に設置する環境事業センターを、平塚市、大磯町、二宮

町の 1市 2町が連携し相互利用を行う。 

施設概要 

開 設 昭和 63年(1988年)3月 29日 

所在地 平塚市大神 3230 

規 模 
地上 6 階、地下 1 階 鉄骨造、鉄筋コンクリート造、

鉄骨鉄筋コンクリート造 10,245.76平方メートル 

その他 平成 25年(2013年)10月 1日供用開始 

再編に至る 

経緯 

旧環境事業センターの老朽化に伴い、新たな一般廃棄物処理施設

の建設が求められていた。 

ごみ処理事業の経費は、財政の大きな負担となっておりスケール

メリットを活かすことや環境負荷の軽減等の理由により、広域化の

施設として整備が行われた。 

 

再編で得ら

れた効果 

・当該施設を DBO 方式で整備・運営することにより、民間のノウハ

ウを取り入れた運営・維持管理が行えるようになり、運営・維持管理

費用の低減、平準化が図れるとともに、１市２町における可燃ごみ

の広域的・効率的な処理が可能となった。 

 

 


